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～ 令和６年度支部長表彰の候補者募集について ～ 

 
東北支部では，支部長表彰候補者の募集を行っています。 
 
表彰規程，表彰内規（次ページ以降に掲載）に該当される方は，自薦，他薦を問い

ませんので，「表彰候補者調査表」に記入の上，支部事務局までお送りください。 
（「表彰候補者調査表」は，支部ＨＰ https://www.jeea-tohoku.com/ からダウンロ

ードしてご使用いただけます。） 
 
１．申込締切 令和５年１１月末 
 

２．送 り 先  〒980-8551 仙台市青葉区本町一丁目７－１ 

東北電力ネットワーク(株)電力システム部（流通運営）内 

（公社）日本電気技術者協会東北支部（℡.080-9629-1085） 

 
３．選考結果 支部長表彰者は来年５月の支部大会後の表彰式にて表彰されます。 
 
４．記入上の注意 

(１)「表彰候補者調査表」は，候補者の評価を行う素材となりますので，記載例

を参考にできるだけ詳細に記載してください。なお，調査表枠内に記入しき

れない場合は別紙を添付してください。 
(２)職歴には，電気主任技術者として保安に携わった期間および現場で直接電気

主任技術者を統括する職務に従事した期間がわかるように記載してください。

なお，上記以外は，主任技術者在任期間には含まれません。 
(３)「表彰対象事項」欄には，表彰規程第２条第２項の何れに該当するかを記入

し，「表彰内容」に各号毎に表彰対象となる事案や内容を具体的に記載して

ください。なお，表彰規程第２条第２項第２号～５号に該当する場合はその

内容を証明する文書・資料等の添付が必要となります。 
(４)「入会年月」及び「電気事故発生のない期間」の記入も忘れずにお願いしま

す。「電気事故発生のない期間」は，電気主任技術者として電気設備の保安

に携わり，電気関係報告規則に基づいて報告すべき電気事故の発生がない期

間がどれだけ継続されたかを確認するためのものです。 

 

（ 参 考 ） 

【 各 表 彰 者 数 】 

１．支部長表彰者                         ６名 
２．本部会長表彰者                        ３名 

３．電気保安功労者（関東東北産業保安監督部東北支部長表彰）   若干名  
４．電気保安功労者（電気安全東北委員会委員長表彰）       若干名  

※２～４は，過去に１．支部長表彰を受賞された方の内から推薦 
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１２規程第２号 

表彰規程 

 

第一章 総則 

（目的） 

第１条 この規程は，定款第４条第１項第六号の規定による表彰を公正，かつ，適正に行うこ

とを目的とする。 

（表彰の種類等） 

第２条 表彰の種類は，次のとおりとする。 

 一 会長表彰 

 二 支部長表彰 

２ 表彰は，次の各号のいずれかに該当する者に対し，会長又は支部長が行う。 

一 協会の目的遂行に関し特に貢献した者 

二 電気技術の向上又は電気施設の保守安全技術に関し，有益な発明考案をした者 

三 電気施設の保守安全技術又は作業方法に関し，有益な工夫改良した者 

四 電気施設の建設又は運営に関し，功績顕著な者 

五 電気施設における重大な災害を未然に防止した者 

六 電気施設の保守安全業務に関し，永年にわたり無事故の電気主任技術者 

七 電気技術，電気施設の保守安全技術，電気施設の建設又は電気施設の運営に関し，永年

にわたり貢献した者 

（表彰） 

第３条 会長表彰は，会長が毎年通常総会の当日にこれを行い，受賞者に表彰状及び記念品を

贈呈する。 

２ 支部長表彰は，支部長が毎年支部大会の当日にこれを行い，受賞者に表彰状及び記念品を

贈呈する。 

第２章 会長表彰者の決定等 

（会長表彰の決定） 

第４条 会長表彰者は，第６条第一号の規定により報告のあった者について，理事会の議を経

て，会長が決定する。 

（会長表彰選考委員会） 

第５条 会長表彰候補者を選考するため，会長表彰選考委員会（以下，この章で「委員会」と

いう。）を置く。 

２ 委員会の委員は，調査担当理事及び理事の中から会長が指名する３名以内の理事並びに各

支部の運営委員等の中から当該支部長が指名する各１名をもって構成する。 

３ 委員会には，委員長及び副委員長１名を置く。 

 一 委員長は，調査担当理事が当たり，委員会を総理する。 

 二 副委員長は，委員の中から委員長が指名し，委員長を補佐し，委員長に事故あるときは，

その職務を代行する。 

４ 委員の任期は，２年とし，再任を妨げない。但し，補欠又は増員により指名された委員の

任期は，前任者又は現任者の残任期間と同一とする。 

（委員会等の職務） 
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第６条 委員会は，次の職務を行う。 

 一 毎年３月末日までに，会長表彰候補者を選考すること。 

  二 必要に応じて，本表彰制度に関する提言を取り纏めること。 

２ 会長表彰候補者の選考は，委員の過半数が出席し，その全員の賛同を得た者とする。 

３ 委員長は，前項の結果を速やかに会長へ報告するものとする。 

（会長表彰の選考対象者等） 

第７条 会長表彰候補者の選考は，次の各号に適合する者であって，かつ，その受賞者名を会

誌等に公表することを認める者について行うものとする。 

 一 支部長表彰を受賞した後，相当の期間にわたり，引き続き第２条第２項各号の一に該当

する功績等が有り，支部長から推薦された者 

 二 上記に拘わらず，会長表彰選考委員から推薦された者 

２ 前項の推薦は，委員会が定める様式により，必要事項を記載して，前年の１月末日までに，

本部へ提出する。 

第３章 支部長表彰者の決定等 

（支部長表彰者の決定等） 

第８条 支部長表彰者は，第１０条第１項第一号の選考結果を同条第２項の規定により報告の

あった者について，支部長が決定する。 

２ 会長表彰候補者の推薦は，第１０条第１項第二号の選考結果を同条第２項の規定により報

告のあった者について，支部長が決定して，これを行う。 

（支部長表彰選考委員会） 

第９条 支部長表彰候補者等を選考するため，支部長表彰選考委員会（以下，この章で「委員

会」という。）を置く。 

２ 委員会は，支部の運営委員等の中から支部長が指名する，若干名をもって構成する。 

３ 委員会には，委員長及び副委員長を置く。 

 一 委員長は，委員の中から支部長が指名する者とし，委員会を総理する。 

 二 副委員長は，委員の中から委員長が指名し，委員長を補佐し，委員長に事故あるときは，

その職務を代行する。 

４ 委員の任期は，２年とし，重任を妨げない。但し，補欠又は増員により指名された委員の

任期は，前任者又は現任者の残任期間と同一とする。 

（委員会の職務） 

第１０条 委員会は，次の職務を行う。 

 一 毎年，支部長表彰候補者を選考すること。 

  二 毎年１月末日迄に，支部長表彰受賞者の中から，会長表彰候補者を選考すること。 

 三 必要に応じて，支部長表彰制度に関する提言を取り纏めること。 

２ 支部長表彰候補者及び会長表彰候補者の選考は，委員の過半数が出席し，その全員の賛同

を得た者とする。 

３ 委員長は，前項の結果を速やかに支部長へ報告するものとする。 

（支部長表彰の選考対象者等） 

第１１条 支部長表彰候補者の選考は，次の各号に適合する者であって，かつ，その受賞者名

を会誌等に公表することを認める者について行うものとする。 

 一 当該支部に属する会員 
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 二 当該支部に属する維持会員の役員又は従業員 

（表彰者の推薦及び選考の手続） 

第１２条 支部長表彰候補者の選考は，支部役員又は支部に属する会員から推薦された者，又

は自ら申し出をした者の中から，委員会が行う。 

２ 前項の推薦又は申し出は，委員会が別に定める様式により，必要事項を記載して，支部長

が指定する期日までに，支部長へ提出して行う。 

第４章 雑則 

（国家表彰及び各種団体表彰候補者の推薦） 

第１３条 褒賞，叙勲等の国家表彰又は各種団体表彰の表彰候補者を協会において推薦しよう

とする場合は，本部役員又は支部役員が推薦した者の中から選考する。 

（内規の制定） 

第１４条 この規程の実施について必要な細目的事項は，委員会通則（昭和５６年６月１３日）

に規定する事項を除き，会長の決裁を経て別に定める内規による。但し，第３章の規程に係

る細目的事項は，各支部において，支部長の決済を経て別に定めることが出来る。 

（規程の改廃） 

第１５条 この規程の改廃は，会長表彰選考委員会の審議を経て，理事会の承認を得なければ

ならない。 

 

 

附則（平成１２年４月２５日） 

第１条 この規定は，平成１２年４月２５日から施行する。 

第２条 表彰者選定規程（昭和４３年１２月制定・最終改定昭和６１年３月）は廃止する。 

第３条 この改定した規程は平成２０年４月２３日から施行する。 

 

 

附則（平成２５年４月１日） 

１．この改正した規程は，平成２５年４月１日から施行する。但し，施行の際，旧規程により

手続きが行われている表彰については，その表彰が終わるまでは，旧規程の定めるところによ

る。 
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１２内規１号 

表彰内規 

 

第１条 会長表彰者数は，次に示す値を基準とする。 

北海道支部 ２ 

東北支部  ３ 

関東支部  ９ 

中部支部  ５ 

北陸支部  ３ 

関西支部  ５ 

中国支部  ３ 

四国支部  ２ 

九州支部  ３ 

２ 前年度の表彰者数が前項の基準に達しなかった支部は，次年度に限り１名追加することが

できる。 

第２条 支部長は，前条第１項の基準の会長表彰候補者を毎年１月末までに，会長表彰者推薦

書を添えて本部宛に提出するものとする。 

第３条 会長表彰の対象となる者は，次の各号の要件に適合する者であること。 

一 原則として，各支部の支部長表彰を受賞した後，３年以上にわたり，引き続き表彰規

程（以下，「規程」という。）第２条第２項各号の一に該当する功績等が有る者 

二 規程第２条第２項第一号，第六号及び第七号の規定により表彰する者にあっては，原

則として年令満５０歳（協会の正会員としての期間が１０年以上の者にあっては４５

歳）以上の者 

三 協会の維持会員の役員及び従業員にあっては，電気主任技術者の免状の交付を受けて

いる者であって，５年以上の電気関係業務の経歴があり，かつ，協会において活動の実

績がある者 

四 正会員にあっては，５年以上の電気関係業務の経歴を有する者 

２ 支部長表彰の対象となる者は，前項第二号から第四号の規定に準ずる者であること。 

第４条 規程第２条第２項の各号に該当する者の選考は次の基準による。 

一 「協会の目的遂行に関して特に貢献した者」とは，次の何れかに該当する者とする。 

イ 協会の本部又は支部の役員として３期以上勤めた者 

ロ 本部又は支部事務局長，又はこれに準ずる職務に６年以上勤めた者 

二 「電気技術の向上又は電気施設の保守安全技術に関し，有益な発明考案をした者」

とは，電気技術の向上，電気施設の保守安全技術又は作業方法等に関する特許（実用

新案登録を含む。以下同じ。）を得たものであって，かつ，当該特許が現に電気保安

に役立っていることを証明する書類等がある者とする。 

三 「電気施設の電気保安技術又は作業方法に関し，有益な工夫改良をした者」とは，電

気技術の向上，電気施設の保守安全技術又は作業方法等に関する工夫改良を行い，事業

場内又は一般に広く採用されたものであって，公的機関等から評価された旨を証明する

書類等がある者とする。 
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四 「電気施設の建設又は運営に関し，功績顕著な者」とは，次のイ～ニいずれにも該

当する者とする。 

イ 最近５年以上にわたり，電気関係報告規則に基づく報告すべき電気事故（当該者

の責めに帰すものに限る。）が発生していないこと。 

ロ 電気関係法規の手続き及び電気保安技術上の義務を忠実に実行していること。 

ハ 保安規程を遵守していること。 

ニ 電気施設の改善に努力のあとが見られ，評価された旨を証明する書類等があるこ

と。 

五 「電気施設における重大な災害を未然に防止した者」とは，感電死傷事故及び電気火

災事故等による災害を未然に防止した者とし，証明する書類等がある者とする。 

六 「電気施設の保守安全業務に関し，永年にわたり無事故の電気主任技術者」とは，

次のイからハの規定を満たす者とする。 

イ 電気主任技術者（主任技術者制度の解釈及び運用（内規）に規定する電気管理技術

者及び電気保安業務担当者を含む。）として５年以上の業務経歴を有すること。 

ロ 電気技術者として２０年以上の年数を有すること。（年数の算出は，第６条第１号

における学校を卒業した以後か又は，電気主任技術者免状等を取得した以後から算出

する。） 

ハ 最近５年以上にわたり電気関係報告規則に基づく報告すべき電気事故（当該者の

責めに帰すものに限る。）が発生していないこと。 

七 「電気技術，電気施設の保守安全技術，電気施設の建設又は電気施設の運営に関し，

永年にわたり貢献した者」とは，原則として，電気技術者として３０年以上の実務経

歴を有する者とする。（年数の算出は，第６条第１号における学校を卒業した以後か

又は，電気主任技術者免状等を取得した以後から算出する。） 

第５条 規程第１３条の国家表彰候補者の選考は，次の基準による。 

一 協会が単独又は他の団体と共同で推薦して表彰を受けた会員の事例と同等以上の

者の功績を有する者であること。 

二 藍綬褒章候補者は，原則として，年令満６０歳以上６８歳以下であること。 

三 黄綬褒章候補者は，原則として，年令満５５歳以上であること。 

四 叙勲候補者は，原則として，年令満７０歳以上であること。 

五 電気保安功労者表彰候補者は，電気主任技術者の資格を有する者であって，原則と

して会長表彰受賞者の中から選考する。 

２ 国家表彰候補者が決定したときは，原則として，支部長から所轄経済産業局長又は所轄産

業保安監督部長に関係書類を提出するものとする。この場合，当該支部の支部事務局長は，

速やかに本部事務局長へ報告するものとする。 

第６条 この内規で使用する「電気技術者」及び「電気関係業務」の用語は，次の意味である。 

一 電気技術者 学校教育法による大学，短期大学，高等専門学校若しくは高等学校又

はこれと同等以上の教育施設において電気工学の教育を修めて卒業した者，電気主任

技術者免状取得者（許可電気主任技術者の資格を有する者を含む。）又はこれと同等

以上の者（第１種電気工事士免状取得者，１級･２級電気工事施工管理士免状取得者，

エネルギー管理士免状取得者及び技術士（電気電子部門）免状取得者をいう。）をい

う。 
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二 電気関係業務 電気設備に関する設計，工事，維持及び運用の業務をいう。 

 

 

附則 

この改定した内規は平成１９年４月２４日から施行する。 

 

附則（平成２５年４月１日） 

この改定した規程は，平成２５年４月１日から施行する。但し，施行の際，旧規程により手続

きが行われている表彰については，その表彰が行われるまでは，旧規程の定めるところによる。 
 


